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労
務
費
基
準
で
職
種
別
意
見
交
換

労
務
費
基
準
で
職
種
別
意
見
交
換

中
建
審

Ｗ

Ｇ
実
効
性
確
保
の
観
点
か
ら
作
成

社
整
審
マ
ン
シ
ョ
ン
政
策
小
委

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
を
開
始

中
央
建
設
業
審
議
会
（
会

長
・
大
久
保
哲
夫
三
井
住
友

ト
ラ
ス
ト
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
会
長
）
は
１１
月
６
日
、

東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同

庁
舎
３
号
館
会
議
室
で
第
２

回
「
労
務
費
の
基
準
に
関
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

（
座
長
・
小
澤
一
雅
政
策
研

究
大
学
院
大
学
教
授
）
を
開

催
し
た
。
改
正
建
設
業
法
で

定
め
ら
れ
た
労
務
費
の
基
準

作
成
に
向
け
て
実
効
性
確
保

の
観
点
か
ら
職
種
別
の
意
見

交
換
を
進
め
て
い
く
。

改
正
建
設
業
法
に
基
づ
き

中
建
審
は
建
設
工
事
の
労
務

費
に
関
す
る
基
準
を
作
成

し
、
そ
の
実
施
を
勧
告
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
学
識
者
や

関
係
団
体
な
ど
で
つ
く
る
同

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ

Ｇ
）
で
は
職
種
横
断
的
な
論

点
の
整
理
に
加
え
、
Ｗ
Ｇ
で

合
意
さ
れ
た
方
針
が
実
際
の

取
引
で
運
用
可
能
か
職
種
別

の
意
見
交
換
を
進
め
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

当
日
は
平
田
研
不
動
産
・

建
設
経
済
局
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
前
回
の
会
合
で
基

本
方
針
を
合
意
し
た
が
、
本

日
は
実
効
性
の
確
保
や
基
準

作
成
の
方
向
性
に
つ
い
て
議

論
し
て
い
た
だ
く
。
新
基
準

に
基
づ
く
労
務
費
の
見
積
も

り
を
業
界
慣
行
と
し
て
徹
底

す
る
た
め
に
は
現
場
の
意
識

を
改
革
す
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
。
標
準
労
務
費
の
設
定
は

建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
に
携
わ

る
人
々
の
共
通
言
語
を
構
築

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と

強
調
し
た
。

意
見
交
換
で
は
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
や
国
交
省
直

轄
工
事
に
お
け
る
歩
掛
か
り

を
民
間
工
事
に
も
適
用
す
る

こ
と
で
合
意
。
職
種
別
の
業

界
団
体
や
元
請
団
体
に
よ
る

協
議
機
関
を
設
け
、
標
準
労

務
費
の
素
案
な
ど
を
ま
と
め

る
。
標
準
労
務
費
は
全
職
種

で
一
斉
に
決
定
す
る
の
で
は

な
く
鉄
筋
と
型
枠
の
２
職
種

で
先
行
し
て
設
定
す
る
こ
と

に
し
た
。

社
会
資
本
整
備
審
議
会
（
会
長
・
安
永
竜
夫
三
井
物
産
㈱
会
長
）
は
１１
月
７
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同

庁
舎
３
号
館
会
議
室
で
住
宅
宅
地
分
科
会
マ
ン
シ
ョ
ン
政
策
小
委
員
会
（
委
員
長
・
齊
藤
広
子
横
浜
市
立
大
学
国

際
教
養
学
部
教
授
）
の
初
会
合
を
開
き
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
適
正
化
・
再
生
円
滑
化
に
向
け
た
検
討
を
開
始
し

た
。
維
持
管
理
の
適
正
化
を
促
す
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
や
多
様
な
再
生
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
手
法
の
充
実

な
ど
を
め
ざ
す
。
来
年
１
月
下
旬
か
ら
２
月
上
旬
を
め
ど
に
報
告
書
を
ま
と
め
る
方
針
だ
。

全
国
に
お
け
る
現
在
の
マ

ン
シ
ョ
ン
ス
ト
ッ
ク
は
約
７

０
０
万
戸
に
達
し
、
国
民
の

１
割
以
上
が
居
住
す
る
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
し

か
し
そ
の
一
方
で
建
物
と
居

住
者
の
「
２
つ
の
老
い
」
が

進
行
し
、
建
物
・
設
備
の
老

朽
化
や
管
理
組
合
の
担
い
手

不
足
、

建
替
え

の
合
意

形
成
の

難
し
さ

な
ど
の

課
題
が

急
激
に

顕
在
化

し
て
い

る
。
こ

の
た
め

社
整
審
は
学
識
者
や
弁
護

士
、
設
計
会
社
な
ど
で
構
成

す
る
同
小
委
を
新
設
し
、
マ

ン
シ
ョ
ン
政
策
の
さ
ら
な
る

取
り
組
み
の
強
化
・
充
実
を

図
る
こ
と
に
し
た
。

初
会
合
で
は
国
土
交
通
省

の
楠
田
幹
人
住
宅
局
長
が
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
マ
ン

シ
ョ
ン
は
建
物
と
居
住
者
の

老
化
が
進
み
、
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
の
適
正
化
や
再
生
の

円
滑
化
へ
幅
広
い
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

関
与
の
強
化
・
充
実
も
含
め

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
意
見

交
換
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

こ
の
あ
と
マ
ン
シ
ョ
ン
政

策
の
論
点
や
方
向
性
な
ど
を

確
認
。
具
体
的
に
は
①
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
を
促
す

仕
組
み
の
充
実
に
向
け
た
方

策
②
多
様
な
マ
ン
シ
ョ
ン
再

生
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業

手
法
の
充
実
③
地
方
公
共
団

体
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

適
正
化
・
再
生
円
滑
化
へ
の

関
与
強
化
・
充
実
―
―
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
適
正

化
に
つ
い
て
は
管
理
計
画
認

定
制
度
の
さ
ら
な
る
普
及
促

進
や
管
理
組
合
役
員
の
確
保

な
ど
が
重
要
な
課
題
と
な

る
。
多
様
な
マ
ン
シ
ョ
ン
再

生
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業

手
法
で
は
区
分
所
有
法
の
見

直
し
や
建
替
え
の
円
滑
化
な

ど
を
行
う
。

ま
た
地
方
公
共
団
体
に
よ

る
関
与
強
化
・
充
実
で
は
東

京
都
、
横
浜
市
、
京
都
市
が

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
・

再
生
円
滑
化
に
向
け
た
先
進

的
な
取
り
組
み
事
例
を
紹

介
。
こ
れ
を
受
け
て
マ
ン
シ

ョ
ン
解
体
・
除
却
費
用
が
敷

地
売
却
額
を
上
回
る
場
合
の

支
援
策
や
大
都
市
圏
と
地
方

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
踏
ま
え

た
行
政
の
関
わ
り
方
な
ど
を

め
ぐ
っ
て
活
発
な
意
見
交
換

を
繰
り
広
げ
た
。

管理・再生の充実へ管理・再生の充実へ

初会合で活発に意見交換

楠田局長

有識者・関係団体が参集

平田局長
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